
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

クローバーだより 

       

 《子育て相談》 
 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、こんな時どうしたら 

いいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、ご都合の 

良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

2022年 9月 16日 

名古屋柳城短期大学附属 

三好丘聖マーガレット幼稚園 

林 ともこ 

★子どもに届く魔法の言葉「オノマトペ」を使って子育てをしてみよう！！ 

 私たちが普段、何気なく使っている「オノマトペ（擬音語・擬態語）」。その効果が今、教育やス

ポーツ、医療など幅広い分野で注目されています。 

オノマトペ研究家の藤原良考さんは、オノマトペを子育てに活かす方法など提案しています。 

 

「オノマトペ」とは、どういうものでしょうか？ 

 オノマトペというのは、フランス語で擬音語と擬態語の総称です。たとえば、猫が「ニャーニャ

ー」鳴く、雨が「しとしと」降るなど、物が発する音や、物事の状態を表す言葉がオノマトペです。 

特徴は通常の日本語に比べて、表現がとても豊かなこと。同じパンでも「生地が柔らかく、適度な

食感のあるパン」と「ふっくら、もちもちのパン」とでは、「ふっくら～」の方がいかにも美味し

そうでしょう？ オノマトペには伝える力、心に働きかける強い力があるのです。 

 

オノマトペをどのように子育てに活かせますか？ 

子どもに伝えたいことを、良いオノマトペに変換して伝える事です。 

たとえば、言う事を聞かない子どもに「いい加減にしないと怒るわよ！」と怒鳴りつけると、子ど

もは語気の強さと否定的な言葉に落ち込んで自己肯定感が弱くなります。ママも「言いすぎちゃっ

た…」とへこみますよね。 

こんな時はオノマトペを使って「ママ、プンプンよ」と言い替えると、印象がまるで違います。言

葉が柔らかいので、子どももすんなり受け入れられるし、ママもヒートアップしないですみます。 

「怒るわよ！」は上から目線の否定的・支配的は表現ですが、「プンプンよ」はママの気持ちを伝

える表現です。子どもを否定・支配しないで、ママと子どもがニュートラルに向き合えるから、子

どもの自己肯定感が高まるのです。 

同じように、急いでほしい時は「早くしなさい！」のかわりに「タッタカしようね」。 

食事の時は「よく噛みなさい」よりも「もぐもぐ」と噛む動作をそえて言うと、子どもはそれこそ

ご飯が解けるまで噛みますよ。愛情表現は「大好き」だけでなく「ぎゅ～！」と言いながら抱きし

めてあげる。これはパパにも有効です！！ 

 

直してほしいこと、身につけて欲しいこと、「大好き」の気持ち。子どもに伝えたいことは全て、

良いオノマトペに言い替える事が出来ます。同じ意味でも、ポジティブなオノマトペを使えば「マ

マはあなたを愛しているの、だから言うのよ」と、子どもを肯定しながら伝える事が出来ます。 

しかも、オノマトペは気持ちを込めて言いやすいので、普通の言葉よりも伝わります。オノマトペ

は、まさに子どもの心に届く魔法の言葉なんです。 

子どもを肯定するオノマトペ、気持ちがほっこりするオノマトペをたくさん使って育てましょう。

自己肯定感のある子、人の気持ちがわかる子に育っていきますよ。 
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